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の
演
奏
を
見
せ
る
こ
と
は
、
失
礼
だ
と
み
ん
な
が
思
っ
て
い

ま
す
」
と
目
を
細
め
な
が
ら
話
す
高
柳
先
生
。

「
欅
」
の
特
徴
は
、
男
子
な
ら
で
は
の
力
強
さ
と
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
演
奏
で
す
。
ほ
か
の
高
校
で
は
、
尺
八
な
ど
の

楽
器
を
太
鼓
演
奏
の
中
に
取
り
入
れ
て
多
彩
な
演
奏
を
し
て

い
ま
す
が
「
欅
」
は
太
鼓
の
み
。
一
糸
乱
れ
ぬ
ば
ち
さ
ば
き

と
太
鼓
の
響
き
だ
け
で
、
聴
衆
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
演
奏
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
に
も
目
を
向
け
て
、
地
域
の

催
し
な
ど
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
養
護
学
校
・
市
内
の
祭
り
な
ど
二
十
四

回
、こ
と
し
も
す
で
に
十
五
回
太
鼓
の
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。

「
多
く
の
人
に
喜
ん
で
い
た

だ
き
、
拍
手
を
も
ら
え
る
と

き
は
と
て
も
う
れ
し
く
、
自

信
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と

「
欅
」
の
皆
さ
ん
。

目
標
は
、「
来
年
も
全
国

大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
。
今

度
は
、
全
国
大
会
で
賞
を
と

り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
代

表
の
山や

ま

口ぐ
ち

拓た
く

真ま

さ
ん
（
16

歳
・
笠か

さ

幡は
た

）
は
力
強
く
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

城
西
川
越
和
太
鼓
「
欅け

や
き

」
は
、
城
西
川
越
中
学
校

と
城
西
大
学
付
属
川
越
高
等
学
校
の
生
徒
会
役
員
と

有
志
の
皆
さ
ん
で
、
平
成
十
七
年
六
月
に
結
成
。
昨

年
十
一
月
に
鶴つ

る

ケが

島し
ま

市
で
行
わ
れ
た
埼
玉
県
高
校
文

化
連
盟
郷
土
芸
能
祭
で
優
勝
し
、
こ
と
し
八
月
、
島

根
県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。

中
学
生
十
三
人
・
高
校
生
十
八
人
の
三
十
一
人
で
活
動
し

て
い
る
「
欅
」。
人
が
見
て
記
憶
に
残
る
よ
う
な
活
動
を
行

お
う
と
、
同
校
生
徒
会
と
有
志
に
よ
り
太
鼓
の
演
奏
を
始
め

ま
し
た
。
当
初
、
顧
問
の
高た

か

柳
や
な
ぎ

康や
す

雄お

先
生
（
49
歳
）
を
含

め
太
鼓
の
経
験
者
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め
、

県
内
の
太
鼓
演
奏
で
実
力
の
あ
る
学
校
へ
、
太
鼓
の
打
ち
方

な
ど
の
指
導
を
受
け
に
行
き
ま
し
た
。

練
習
は
、
平
日
で
週
二
、
三
日
、
放
課
後
に
三
時
間
ほ
ど
、

夏
休
み
な
ど
に
は
日
曜

日
を
除
き
毎
日
行
っ
て

い
ま
す
。
時
間
が
短
い

分
、
集
中
力
を
持
続
さ

せ
、
仲
間
ど
う
し
で
切

さ
た
く
磨
し
合
い
、
内

容
の
濃
い
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

か
月
に
一
度
、
専
門
の

講
師
の
下
で
練
習
を
重

ね
、
二
か
月
後
ま
で
に

講
師
か
ら
出
さ
れ
た
課

題
を
克
服
し
て
お
き
ま

す
。「
全
国
大
会
へ
出

場
で
き
る
ま
で
実
力
が

伸
び
た
の
は
、
生
徒
の

意
識
の
高
さ
で
す
。
自

分
に
自
信
の
な
い
太
鼓

心
に
と
ど
け
！
　
太
鼓
の
響
き

ことしの百万灯夏まつりでは注目を集めました

８月に島根県で行われた、全国高等学校総合文化祭の様子（同校提供）

上級生から構え方について
指導を受ける下級生

特別養護老人ホームの納涼祭に出演する「欅」の皆さん

表
通
り
裏
通
り



小
江
戸
川
越
観
光
親
善
大
使
の
和
田
さ
ん
は
、
元
駐
ラ

オ
ス
特
命
全
権
大
使
を
務
め
ま
し
た
。
外
務
省
に
四
十
年

間
勤
務
し
、
二
十
九
歳
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
を
は
じ
め
、
世

界
八
か
所
の
大
使
館
や
領
事
館
に
赴
任
し
ま
し
た
。
外
交

官
と
し
て
、
各
国
に
日
本
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

力
を
尽
く
す
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
生
活
習
慣
や
文

化
を
理
解
す
る
た
め
、
現
地
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
ま
し
た
。

出
身
は
高
知
市
で
、
昭
和
四
十
五
年
に
川
越
に
移
り
住

み
ま
し
た
。
川
越
市
に
霞
ケ
関
と
い
う
地
名
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
勤
め
て
い
た
外
務
省
も
東
京
の
霞
が
関
に
あ
っ

た
た
め
面
白
い
な
と
思
い
決
め
た
そ
う
で
す
。
趣
味
は
写

真
撮
影
。
数
々
の
写
真
展
に
出
品
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
・
川
越
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
入

賞
す
る
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
外
交
官
と
し
て
培
か
っ
た
幅
広
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、川
越
ま
つ
り
な
ど
の
と
き
に
、

在
日
各
国
大
使
館

の
関
係
者
な
ど
を

呼
び
、
川
越
の
魅

力
や
す
ば
ら
し
さ

を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
和

田
さ
ん
は
話
し
て

い
ま
し
た
。

川越市の面積は109.16椙

まちのできごと 109
ト ー ク

パレット

くふうがいっぱい
８月23日に大東南公民館で、不要なネクタイな

どからベストを作る「創
ソー

ing
イング

リフォーム講座Ⅱ」が

行われました。「使われなくなった衣類がほかの物

に生まれ変わるので楽しい」と参加者の得
たか

橋
はし

幸
さち

子
こ

さん（59歳・今
いま

福
ふく

）。皆さんは、作り方を講師や参

加者どうしで相談しながら、時間を忘れるかのよ

うに熱心に作っていました。いろいろな生地をきれいに組み合わせて作りますいろいろな生地をきれいに組み合わせて作りますいろいろな生地をきれいに組み合わせて作ります

和わ

田だ

雅ま
さ

夫お

さ
ん
（
75
歳
・
霞

か
す
み

ケが

関せ
き

東
ひ
が
し

四
丁
目
）

人

川

越
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２基のみこしでわっしょい！
８月４日、的

まと

場
ば

１丁目自治会の夏祭りが行われま

した。50人近くの子どもたちが２基の子どもみこ

しをかついで、「わっしょい、わっしょい」と声を

出し、町内を練り歩きました。的場たぬき山公園を

スタート。およそ１時間でつつじ通り商店街に到着

し、ちょっとひと休み。休憩を終えると、元気よく

ゴールの的場たぬき山公園を目指して行きました。 この日は暑く、汗をぬぐいながらかつぎました 休憩を終え、いざ、出発！

夏の夜空に大輪が咲く
安
あ

比
い

奈
な

親水公園で８月24日に、川越城築城550

年・市制施行85周年記念第18回小江戸川越花火大

会が行われました。花火の打ち上げ前には、和太

鼓の演奏などが行われ大会をいっそう盛り上げま

した。台風で１度中止された花火大会でしたが、

再開された当日は、約14万人の皆さんが訪れ、夏

の夜空を彩る華麗な花火に酔いしれました。 花火の点火式花火の点火式花火の点火式


